
　なるべく学生を動かして飽きさせ
ないようにしています。経験的に、北
大生はうまく仕掛けて刺激すると 90
分の授業に十分に集中し積極的に参
加してくることがわかってきました。
欧米学生に教えていたときに比べる
と大人しいですが、書かせると本当に
良く書きます。
　毎回、授業の終わりに今回のポイン
トとそれについての感想を書かせて
います。学生達は静かに黙々と書いて
いますが、実は、とても前向きに授業
へ参加している時間なのです。授業で
面白いと思ったことを主体的に書く
と、自分の中できちんと整理ができま
すよね。強制的にそういう時間をもつ
ことに意味があります。
　そうして、フィードバックを常にモ
ニターしています。今日はココだぞ！
と思ったところを学生が面白がって
い る 感 想 は 非 常 に 嬉 し い。 一 方 で、
思ってもみなかったところに厳しい
意見が入ることがありますが、私に
とっては重要なインフォメーション
です。学生達の素朴な質問の中には、
答えの出ないこともありますが、学生
の好奇心をより引き立てる形でコメ

　昨年から全学教育「思索と言語」の
一科目としてスタートしました。私の
専門が理論言語学で、また私自身が科
学哲学や科学の方法論に興味があるの
で、それらを組み合わせた内容にして
います。半分は言語学そのものを紹介
し、残りは言語学を使って科学的なも
のの考え方を考察するという構成です。
　“ 自然科学 ” の一分野として、人間の
頭の中にある仕組みがどうなっている
かを考える。その発想自体が多くの学
生にとっては意外なようで、文系の科
目だと思っていた等の感想が寄せられ
ます。そもそも、文系と理系を分ける
こと自体が本質的な意味をもたないこ
とも確かですし、授業で基調にしてい
る言語学は、自覚的に “ 自然科学 ” だと
自己を定義しています。
　大学１、２年生は、まだ決着のつい
ていない問題について考えたり、解決
すべき問題を作り出すといったことに
慣れていないと感じます。当たり前だ
と思っていることに少し踏み込んでみ
ると、分かっていないことは多いので
す。言語ではそれが顕著にみられます。
　今期は 177 名が履修登録しています。
授業を受けるうちに、熱心に取り組む
学生はこういう言語学もあるのだとい
うことを理解していきます。そのこと
に喜びを感じてのめり込む学生は多い
です。しかし、言葉のように神秘的な

　OCW 立上げ当初、私は研究院の連
絡担当に任命されました。全学的に、
教材提供の依頼があった時、シラバス
とハンドアウトなどを提供してもい
いはずなのに、理解がなかなか得られ
なくて。そこで、少しずつ作り溜めて
いた英語Ⅱの教材を提供しました。
　 立 上 げ の た め に 来 学 さ れ て い た
MIT の宮川先生は、同じ分野の理論
言語学研究者なので以前から面識が
あり、OCW についても話したことが
あります。MIT は世界最先端の授業
を無償公開すると決めましたが、生で
授業に参加できるのは MIT 学生だけ
ですし、オンラインでは表面的エッセ
ンスを覗いているのにすぎないと。そ
ういうものなのだなと思っています。
　MIT には自書を全頁公開している
先生もいるそうです。出版社は渋った
らしいですが、結果的に売れ行きは
上がったそうです。見たから買わない
というより、手元に本として残してお
きたいと思う割合のほうがずっと多
かった。これは、なかなか示唆的です。
　OCW を通して、北大に来たいと思
う質の良い学生が増えることにつな
がる充実したコンテンツを提供でき
るといいですね。

これまでの OCW との関わりと、今
後に期待することは？

大人数のクラス編成ですが、授業の
こだわりは何ですか？

「ことばを科学する : 人間の再発見」
の概要と学生の反応を教えてください

ことを科学的に考えてしまってよい
のだろうかと、最後まで違和感を持ち
続ける学生も一定の割合でいます。非
常に興味深いところです。

ントを返すという作業は、教育
者として非常にチャレンジング
な作業です。
　さらに、それらの意見を次回
授業のきっかけにすると、学生
も自分の考えが次の授業につな
がっていると感じ取ってくれて、
大人数クラスでも、充分にイン
タラクティブな授業が出来ます。

　   
奥　聡（おく　さとし）
メディア・コミュニケーション研究院准教授

【研究領域】理論言語学、生成文法

　　　　　  情報構造、ゼロ項構文、言語獲得

【奥聡先生の関連公開コンテンツ】
 全学教育　英語Ⅱ、ことばを科学する : 人間の再発見

北大 OCW では講義資料や講義映像を、ウェブサイトや iTunes U にて公開してい
ます。本ニュースレターでは北大 OCW の活動にご協力くださっている先生方の
声をシリーズでお伝えします。今回は、H24 年度エクセレントティーチャーズに
選出された「思索と言語 ことばを科学する : 人間の再発見」担当教員の奥聡先生
にお話を伺いました。

～講堂内を縦横無尽に駆け回る姿が印象的な授業風景 ～

本学では 2005 年度から北海道大学オープンコースウェアプロジェクト（以下、北大 OCW) を開始し、講義の資料や映像を通
して北海道大学の教育を伝えています。この趣旨にご賛同くださる先生方のご協力で活動を維持していますので、本ニュース
レターで北大 OCW の活動をより一層ご理解いただければ幸いです。皆様からの資料提供を心よりお待ちしています。
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　ところが、資料に含まれる第三者著作物に

ついて利用許諾を得られないこともままあ

り、削除せざるを得ない場合がある。著作

権法で授業での複製が認められておっても、

OCW からのウェブ配信となるとわけが違う

からの。

　そこで、OCW ではご提供資料の内容をそ

こなわないように、力を注いでおる。

　2013 年 11 月に 4.0 へバージョンアップ

されたクリエイティブ・コモンズ・ライセ

ンス（詳細→ http://creativecommons.org/

weblog/entry/40768）などを採用した使用

可能素材への差替えやクレジット表記、さら

には資料に出版社名等発行元を含む出典を明

記のうえ利用許諾を申請するなど、資料内の

素材をできる限り活かした形で公開できるよ

うに、一丸となって取り組んでおるのじゃ。

　OCW では本学の知の継承・知の普及・知

の育成を進めることが目的じゃ。アーカイブ

化するだけではなく、実を伴ったコンテンツ

を公開していきたいと考えておる。

　資料公開にご興味のある教職員の皆さん

は、なんなりとご相談いただきたい！

　2006 年度に公開を開始し、８年が過ぎよ

うとしている北大 OCW の公開資料は、数と

種類ともに充実してきた。2013 年 12 月 10

日時点で、正規科目 125 科目、その他 245

科目（全 370 科目）が公開されており、ア

クセス数は約 5 万ビジット／月、約 50 万ペー

ジビュー／月に達している。ご尽力いただい

た教職員の皆様には誠に感謝いたしておる。

OCW 博士のコラム
～ HU-OCW の舞台裏～

◆コース（正規講義資料）

◆セミナー / 講演会

◆研究教育資料

◆公開講座 / 市民セミナー

新規コンテンツ公開状況（2012/12/1 ～ 2013/12/10）

英語演習初級 

キャリアデザイン I *

英語Ⅱ 

大学と社会 *

学問の世界 *

情報学Ⅰ 

スキルアップセミナー　

北海道大学公開講座

国際原子力人材育成イニシアティブ事業

　　「環境放射能基礎コース（初級）」

　　「環境放射能コース（中級）」

　　「環境放射能専門家育成コース（上級）」

北海道大学情報基盤センター共同研究講演会

北海道大学総合博物館展示資料

北海道大学オープンキャンパス 2013

サイエンスパーク in 北海道大学総合博物館

市民セミナー 安心した暮らしと在宅ケアを支える

ようこそ！ヘルスサイエンスの世界へ

北海道大学総合博物館 土曜市民セミナー　

北大人文学カフェ　

時計台サロン 農学部に聞いてみよう

2012 年度第 2 学期 ( 全 14 回 )　

2012 年度第 2 学期（2 回）　

ビデオ教材

2013 年度第 1 学期（10 回）　

2013 年度集中講義（5 学科 ･ コース）

情報倫理小冊子

第 1 回、第 2 回

2013 年度（3 講座）

2013 年 6 月（3 講義）

2013 年 7 月（2 講義）

2013 年 8 月（1 講義）

2012 年 10 月、2013 年 3 月、7 月

展示映像３点

2013 年度（２学部）

2012 年度

2012 年度

2012 年度

2012 年 11 月～ 2013 年 7 月開催回

第 9 ～ 11 回

第 7 ～ 12 回、第 14 回

全学教育科目

全学教育科目

全学教育科目

全学教育科目

全学教育科目

全学教育科目

アカデミック・サポートセンター
附属図書館

学務部

工学研究院

工学研究院

工学研究院

情報基盤センター

総合博物館

アドミッションセンター

総合博物館

保健科学研究院

保健科学研究院

総合博物館

文学研究科

農学研究院

* は学内限定公開

〒 060-0811　札幌市北区北 11 条西 5 丁目　北海道大学オープンコースウェア　学内便 (48)
TEL/FAX 011-706-3555           E-mail: contact@ocw.hokudai.ac.jp
http://ocw.hokudai.ac.jp/

【編集後記】資料提供や撮影にご協力を賜りました先生方、各種連絡調整にご尽力を賜りました担当教職員のみなさま、そして奥先生にこの場をおかりしてお礼を申し上げます。誠にありがとうございました。OCW スタッフ一同（ED/ 川村）
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